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主な内容

16年度一般会計決算状況／市債の状況／特別会計決算の状況／など 
２～３ 瑞浪市の家計簿 

所得税確定申告相談会／所得税還付申告相談会 
４～５ 所得税申告相談会を開催します 

歯の健康教育表彰／就学援助のお知らせ／今学校では（稲津中学）／など 
６～７ はぐくみ 

「電車展」のご案内／図書館大好き／新成人の皆さん、読書はいかが／など 
８ 図書館だより 

指定管理者制度とは？／公の施設とは？／など 
９ 指定管理者制度導入状況 

登り窯が完成／幼稚園児「愛の１円募金」を寄付／おめでとう100歳／など 
10～11 みんなの広場 

施設公社臨時職員募集／文化財防火訓練を実施／国民年金からのお知らせ／など 
12～13 お知らせ 

麻ＢＧＣ予防接種のお知らせ／健康相談／脳卒中を予防しましょう／など 
14 健康だいすき 

▲木造校舎とお別れ　53年間ありがとう（日吉中学校閉舎式　12月26日）



歳出総額 
156億1,040万円 

歳入総額 
164億8,928万円 
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９
月
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政
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＜平成16年度一般会計決算＞ 

その他　2億9,270万円　1.9%
その他　7億8,391万円　4.6%

諸収入　3億9,288万円　2.4%

繰越金 
9億 1,082万円　5.5%

繰入金 
6億 7,738万円　4.1%

県支出金 
6億 4,164万円　3.9%

国庫支出金 
14億 7,956万円　9.0%

地方交付税 
25億 5,488万円 

15.5%

市債 
31億 2,260万円 

19.0%

市税 
46億 6,345万円 

28.3%

分担金及び負担金　2億3,705万円　1.4%

使用料及び手数料　3億601万円　1.9%

地方消費税交付金　4億1,482万円　2.5%

地方譲与税　3億428万円　1.9%

諸支出金　3億307万円　1.9%
農林水産業費　2億8,798万円　1.8%

商工費　4億6,218万円　3.0%

消防費　7億6,358万円　4.9%

公債費 
20億 5,897万円 

13.2%

教育費 
20億 988万円 
12.9%

衛生費 
16億 5,013万円 

10.6%

民生費 
30億 376万円 
19.2%

総務費 
21億 2,916万円 

13.6%

土木費 
26億 4,899万円 

17.0%
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児童手当の支給対象の拡大や
保育所の拡張など、少子高齢
化対策に努めました。 
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市民一人あたりの負担額は
111,053円です。 

上平山田団地線等の道路整備
や急傾斜地崩壊対策などの河
川整備のほか、市民の皆さん
からの要望が多い市道の維持
補修等を行ないました。 

主に、電源立地特別交付金施
設整備基金の積立や市制 50
周年記念事業を行なったほか、
地籍調査事業を推進しました。 

 内訳： 
議会費 
１億9,133万円 
　　　　（1.2％） 
労働費 
7,777万円 
　　　　（0.5％） 
災害復旧費 
2,360万円 
　　　　（0.2％） 

ゴルフ場利用税交付金　 
　2億３,250万円（1.4％） 
財産収入 
　２億269万円（1.2％） 
地方特例交付金 
　１億４,737万円（0.9％） 
自動車取得税交付金 
　１億２,913万円（0.8％） 
利子割交付金 
　４ ,463万円（0.3％） 
寄附金 
　704万円（0.0％） 
配当割交付金 
　703万円（0.0％） 
株式譲渡所得割交付金 
　679万円（0.0％） 
交通安全対策特別交付金 
　673万円（0.0％） 

▲改築された陶公民館 
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平成16年度特別会計決算の状況 

平成17年度予算の執行状況（4月～9月） 

平成16年度水道事業会計決算 

市債の状況 一般会計 特別会計 

「
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浪
市
の
家
計
簿
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す 
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　道路整備など、大きな事業を行う際に多額の資金が
必要となります。しかし、その財源を単年度で確保す
ることは困難であり、市債（市の借金）を発行して事
業を行ないます。また市債には、世代を超えて市民に
供用される施設について、将来の税金を返済に充てる
ことで世代間の負担を公平にするというはたらきもあ
ります。 
　16年度は市道改良事業などに伴う借入により残高が
増加していますが、安全で住み良いまちづくりのため、
返済能力範囲内で計画的な運用に努めています。 

会計名 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　駐車場事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

歳入決算額 
112億 5,850万円 
１億　 24万円 
38億 4,984万円 
31億 9,525万円 
16億 6,794万円 
２億9,042万円 
６億　237万円 
13億 5,207万円 

2,318万円 
１億7,719万円 

8,666万円 
2,803万円 
1,180万円 
4,683万円 

決算額 
8億 9,859万円 
8億 5,796万円 
10億 5,959万円 
10億 5,941万円 

 
収 　 入  
支 　 出  
収 　 入  
支 　 出  

歳出決算額 
108億　922万円 

9,951万円 
38億 6,263万円 
28億 8,020万円 
16億 5,310万円 
２億9,040万円 
４億8,107万円 
13億 4,543万円 

2,072万円 
１億7,616万円 

7,362万円 
2,372万円 
886万円 
4,104万円 

歳入歳出差引額 
４億4,928万円 

73万円 
－ 1,279万円 

３億1,505万円 
1,484万円 
２万円 

１億2,130万円 
664万円 
246万円 
103万円 
1,304万円 
431万円 
294万円 
579万円 

会計名 
一般会計 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　駐車場事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

予算額 
150億 7,650万円 
115億 3,740万円 
１億　180万円 
39億　 10万円 
32億 3,450万円 
19億 8,910万円 
１億3,560万円 
３億4,900万円 
15億 6,200万円 

2,330万円 
２億4,200万円 

4,374万円 
2,624万円 
1,000万円 
750万円 

収入済額 
65億 2,748万円 
39億 4,976万円 

1,232万円 
16億　 74万円 
12億 2,523万円 
６億3,827万円 

941万円 
１億8,956万円 
２億3,558万円 

1,665万円 
2,200万円 
2,419万円 
1,404万円 
411万円 
604万円 

支出済額 
46億 4,886万円 
44億 5,298万円 

4,673万円 
16億 6,012万円 
12億 5,582万円 
７億5,345万円 

5,161万円 
１億5,667万円 
４億8,332万円 

653万円 
3,873万円 
844万円 
375万円 
191万円 
278万円 

収　益　的 
 
資　本　的 

▲整備された公園線 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

平成16年度 169億4,574万円 142億4,718万円 

平成15年度 157億5,951万円 122億7,601万円 

106億8,036万円 

123億762万円 

136億6,825万円 

106億1,095万円 

129億9,400万円 

137億2,170万円 

区　　　　　　分 

瑞浪市役所　1 68-21113



所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 
所得税確定申告相談会を開催します 
2月16日（木）から3月15日（水）まで 

所得税確定申告相談会を開催します 
2月16日（木）から3月15日（水）まで 

◎申告に必要なもの 

◎その他 

　平成17年中に所得のあった方の所得税及び市・県民税の申告相談会を次のとおり開催します。 

開催日（土日を除く９時～16時） 
２月16日（木）～２月24日（金） 
２月27日（月） 
２月28日（火）～３月１日（水） 
３月１日（水）午前中のみ 
３月２日（木） 
３月３日（金）～３月７日（火） 
３月８日（水）～３月９日（木） 
３月10日（金）～３月15日（水） 

お持ちいただく
もの 

会　　　　場 
市役所　２階大会議室 
稲津コミュニティーセンター 
釜戸コミュニティーセンター 
大湫コミュニティーセンター 
日吉コミュニティーセンター 
市役所　２階大会議室 
陶コミュニティーセンター 
市役所　２階大会議室 

◎平成17年分給与・公的年金等の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除により必要な書類 

所得の計算に必
要な書類 
 
 
 
所得控除の計算
に必要な書類 

給与・公的年金等などの所得のある方は、源泉徴収票（原本） 
営業所得・農業所得・不動産所得のある方は、その収支内訳書等（ただし農業所得を標準
で計算される方は、「計算のめやす」） 
配当所得のある方は、配当金額、源泉徴収税額のわかる書類 
一時所得のある方は、その所得の収入・経費のわかる書類 
生命保険料・損害保険料・国民年金保険料の控除を受けようとする方は、その支払額など
の証明書 
障害者控除を受けようとする方は、障害者手帳（療育手帳）など 
＊障害者手帳等の交付を受けていない方であっても、介護保険の要介護認定（要支援を除く）
を受けている方は、障害者控除の対象になる場合があります。詳しくは、市役所高齢介護
課（1内線152）へお尋ねください。 
医療費控除を受けようとする方は、医療費の領収書（保険金などで補てんされた金額があ
る方は、その金額がわかる書類） 
＊薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること。病院、薬局ごとに合計した明細
書（様式は任意）を作成してください。 
寄付金控除を受けようとする方は、領収証等 
住宅借入金特別控除を受けようとする方は、登記事項証明書・住民票の写し・売買契約書
または請負契約書の写し・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書など 
＊ただし、控除には、住宅の面積や借入などに関する要件がありますので、市役所税務課
等でご確認ください。 

自営業を営んで
いる方 
 
 
 
土地・建物等を
売却された方 

所得税の確定申告は、ご自分で作成し、お早めに提出してください。市役所（コミュニテ
ィーセンターを含む）では自営業の方の相談を行いませんので、ご不明な点は税務署でお
尋ねください。 
税務署では、職員のアドバイスによりご自分で申告書などを作成していただきます。 
＊収支内訳書、申告書をご自分で作成済みの方は、市役所でも提出できます。 
平成17年中に土地・建物等を売却された方（譲渡所得のあった方）は、関係資料をご持参
の上申告期間中に多治見税務署へお出かけください。 

そ　の　他 
 
税務署職員および税理士の参加日は
下記のとおりです。営業（収支内訳
書）や譲渡等の相談などが可能です。 
 
【２月】16日、17日、20日～24日 
【３月】３日、６日 
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－ － ＝ 

所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 
サラリーマンの方を対象とした 

多額の医療費を支払った方 多額の医療費を支払った方 

年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 

お持ちいただくもの 

※住宅ローンなどを利用して住宅を取得したサラリーマンの方へ 

地方税法等の主な改正 

　市では、給与所得者（サラリーマンの方）を対象に平成17年分所得税の還付申告の相談を行います。医療
費控除を受けようとする方や年末調整で控除もれのある方、平成17年中に退職し、その後給与所得の年末
調整を受けていない方などはお出かけください。 

平成 17 年中に
支払った医療費 

医療費控除額 
（最高200万円） 

健康保険・生命保険の
給付金などで補てんさ
れた額 

10万円または 
所得の５％ 

（どちらか少ない額） 

・医療費の領収書　＊薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること。 
　　　　　　　　　＊病院、薬局ごとに合計した 明細書（様式は任意）を作成してください。 
・健康保険や生命保険で規定により補てんされている場合は、その明細のわかるもの 

　年末調整で扶養控除・生命保険料控除などの所得控除もれのある方、中途退職されて、その後給与
所得の年末調整を受けていない方は、受けようとする控除の証明書等と給与所得の源泉徴収票をお持
ちください。 

　２月３日（金）に土岐市文化プラザにおいて、サラリーマンの方で、平成17年中に自己の住宅を新築
または、購入された方を対象とした「住宅借入金等特別控除説明会」を開催します。（詳細は多治見
税務署までお問い合わせください。） 
　ただし、「自営業の方」及び「増改築による控除該当者」に対する説明は行いません。 

２月２日（木） 

３日（金） 

会　　　　場 
時　　　　間 

 

お持ちいただくもの 

市役所　２階大会議室 
９時～16時 
◎平成17年分給与所得の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除により必要な書類 

市県民税に関する改正（18年度分） 
公的年金の控除額の改正 
65歳以上の方（昭和16年１月１日以前生れ）控除額の変更 
老年者控除の廃止 
所得1,000万円以下で65歳以上の方に適用されていた老
年者控除48万円の廃止 
65歳以上の方の非課税措置（所得125万円以下）の廃止 
（ただし、経過措置として平成17年１月１日現在65歳以上の
方は18年度は１／３、19年度は２／３の額で課税） 
均等割の全額課税 
一定の所得がある方（32万円以上、扶養者なし）は、すべ
て4,000円が課せられます。 

所得税に関する改正（17年分） 
公的年金控除額の改正 
同　　左 
老年者控除の廃止 
所得１，000万円以下で65歳以上の方に適用されていた老
年者控除50万円の廃止 

◎各申告相談会についての問合せ 
　市役所税務課　1内線117・118 
　多治見税務署　122-0101 
　税務相談室多治見分室　123-7131 
＊日程についての問い合わせは税務課まで 
＊所得税の確定申告書の相談等は、国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jpのご利用を！ 

瑞浪市役所　1 68-21115
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生涯学習施設　生涯学習施設　２月の休館日月の休館日 生涯学習施設　２月の休館日 

６日、13日、14日、20日、27日 
６日、13日、20日、24日、27日 
７日、13日、14日、21日、28日 
 
 
６日、13日、14日、20日、27日、28日 
 
 
６日、13日、20日、27日 
２日、９日、16日、23日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自 然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

　
歯
・
口
腔
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
日

常
の
生
活
で
自
ら
進
ん
で
自
己
の
健
康
管

理
等
に
努
力
し
て
い
る
小
学
校
６
年
生
155

名
、
中
学
校
３
年
生
106
名
が
、
教
育
委
員

会
・
瑞
浪
歯
科
医
師
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
） 

 

▽
瑞
浪
小
学
校
　
伊
藤
慎
悟
　
伊
藤
亮
太

小
川
貴
弘
　
関
井
裕
哉
　
土
屋
雄
太
　
西

尾
和
将
　
西
尾
拓
郎
　
有
賀
彩
乃
　
安
藤

聖
奈
　
大
原
夕
希
　
加
藤
向
日
葵
　
小
島

咲
樹
　
鈴
木
沙
也
加
　
田
口
実
希
　
野
田

晴
華
　
安
藤
嘉
基
　
伊
東
海
渡
　
加
藤
祐

也
　
鈴
木
俊
作
　
田
口
和
磨
　
林
直
登
　

小
倉
由
佳
梨
　
木
村
友
香
　
纐
纈
み
さ
　

後
藤
千
穂
　
曽
我
実
咲
　
若
尾
香
奈
　
渡

邉
真
礼
　
渡
辺
麻
央
　
伊
佐
次
賢
人
　
伊

藤
魁
志
　
勝
翼
　
草
田
勝
也
　
小
寺
涼
太

是
澤
響
一
　
関
隆
宏
　
関
航
　
速
水
駿
　

牧
野
成
彦
　
大
河
内
友
香
子
　
奥
村
美
月

河
見
友
香
　
佐
々
木
佑
梨
　
中
林
遥
　
中

平
彩
華
　
西
尾
紬
　
葉
柴
奈
津
実
　
村
瀬

有
紀
　
五
十
嵐
鉄
馬
　
大
橋
隆
将
　
岡
本

満
輝
　
加
納
壮
貴
　
木
村
俊
也
　
酒
井
紀

栄
　
鈴
木
健
功
　
瀬
尾
和
優
　
中
薮
拓
　

西
尾
渉
　
林
能
成
　
早
瀬
和
正
　
有
賀
佳

音
　
市
川
緑
　
上
田
さ
や
香
　
加
藤
幸
奈

河
口
玲
央
奈
　
成
瀬
友
夏
　
日
比
野
玲
　

山
中
麻
莉
　
渡
邉
愛
美 

▽
土
岐
小
学
校
　
伊
藤
琢
馬
　
小
木
曽
崇

長
谷
川
和
彦
　
足
立
知
穂
　
伊
藤
詩
織
　

大
島
杏
奈
　
加
藤
理
紗
　
工
藤
あ
ず
み
　

小
島
梨
愛
　
佐
々
木
明
里
　
加
納
一
樹
　

小
栗
夕
奈
　
後
藤
舞
子
　
柴
田
茉
耶
　
土

屋
摩
祐
　
遠
山
香
菜
絵
　
日
比
野
笑
果
　

宮
地
彩
乃
　
山
内
乃
梨
子 

▽
陶
小
学
校
　
臼
井
俊
樹
　
景
山
雅
之
　

加
藤
駿
翔
　
加
藤
雄
大
　
川
野
智
仁
　
熊

谷
彰
人
　
河
野
寛
之
　
重
田
一
磨
　
羽
柴

貴
博
　
伊
藤
笑
　
勝
穂
奈
美
　
加
藤
希
恵

久
保
寺
ま
ゆ
　
小
木
曽
愛
　
小
島
理
恵
子

佐
藤
千
晶
　
滝
川
友
香
　
堀
由
未
佳
　
松

元
里
紗
　
森
裕
恵
　
山
田
悠
莉
　
若
松
真

帆 ▽
稲
津
小
学
校
　
酒
井
蛍
多
　
野
中
裕
文

松
倉
和
輝
　
山
口
遼
　
和
田
将
良
　
伊
藤

真
由
　
小
栗
美
穂
　
小
林
沙
都
子
　
樗
木

菜
那
　
伊
藤
公
一
　
鈴
木
伸
幸
　
塚
本
崇

通
　
日
比
野
眞
也
　
三
輪
田
智
文
　
伊
藤

こ
こ
ろ
　
牛
島
知
愛
　
熊
澤
奈
津
美
　
鈴

木
静
夏
　
福
岡
由
希
絵
　
三
浦
明
美 

▽
明
世
小
学
校
　
小
栗
祥
弥
　
安
藤
瑞
希

田
中
唯
子
　
ア
マ
ビ
レ
ハ
ナ
コ 

▽
釜
戸
小
学
校
　
三
浦
雅
也
　
河
野
純
人

山
内
多
　
渡
邊
徹
太
朗
　
浅
井
早
紀
　
林

礼
菜
　
保
母
み
ず
き 

▽
日
吉
小
学
校
　
安
藤
泰
介
　
板
橋
周
平

伊
村
拓
見
　
奥
村
祐
希
　
小
栗
佑
太
　
熊

谷
拓
弥
　
小
出
裕
史
　
纐
纈
正
洋
　
大
竹

沙
季
　
小
栗
千
芙
美
　
知
原
史
佳
　
古
田

あ
か
り
　
水
野
志
保
　
渡
邉
愛 

▽
瑞
浪
中
学
校
　
伊
東
稜
介
　
渡
邊
寛
之

安
藤
志
保
美
　
纐
纈
幸
世
　
小
木
曽
祐
子

西
尾
志
紀
　
山
田
真
緒
　
関
翼
　
成
川
拓

司
　
西
尾
翔
多
　
橋
本
拓
也
　
有
賀
香
林

上
地
愛
　
河
野
え
み
　
辻
昌
里
　
丸
山
夏

美
　
纐
纈
将
徳
　
成
瀬
慎
弥
　
今
井
梨
渚

田
辺
あ
ゆ
み
　
井
澤
大
樹
　
鈴
木
良
成
　

中
西
竜
　
原
田
周
平
　
須
藤
允
栄
　
柘
植

彩
香
　
樋
口
満
梨
絵
　
逸
見
奈
織
子
　
山

口
紗
季 

▽
瑞
陵
中
学
校
　
加
藤
彩
奈
　
酒
井
真
莉

子
　
田
立
琴
乃
　
秋
山
直
也
　
島
村
壮
士

朗
　
土
屋
光
司
　
永
井
郁
哉
　
西
尾
泰
輔

川
野
文
菜
　
桑
原
見
奈
　
小
木
曽
友
紀
　

中
根
志
帆
　
山
内
敬
代
　
渡
邉
み
な
美
　

伊
藤
彰
浩
　
依
馬
正
典
　
加
藤
侑
己
　
宮

地
祥
太
　
宮
地
正
樹
　
稲
垣
里
奈
　
大
西

真
以
　
加
藤
さ
や
か
　
金
森
真
菜
美
　
中

尾
彩
乃
　
三
尾
花
世
子
　
水
野
佳
穂
　
宗

田
美
優 

▽
陶
中
学
校
　
羽
柴
由
里
絵
　
土
本
里
奈

勝
沼
絢
香
　
稲
田
彩
加
　
山
口
詩
織
　
柴

田
純
良
　
日
野
大
成
　
田
内
杏
奈
　
杉
山

喜
嗣
　
藤
原
茜
　
花
田
彩 

▽
稲
津
中
学
校
　
沢
井
良
輔
　
川
崎
里
佳

子
　
鈴
木
柚
香
　
二
村
美
咲
　
小
木
曽
友

亮
　
中
山
一
馬
　
山
口
徹
　
岩
島
桃
子
　

牛
島
幸
穂
　
工
藤
沙
紀
　
澤
井
彩 

▽
日
吉
中
学
校
　
安
藤
栄
晃
　
奥
村
吉
登

小
栗
隆
司
　
加
藤
浩
平
　
田
中
甫
篤
　
知

原
大
貴
　
知
原
悠
　
渡
邉
大
治
郎
　
渡
邉

吉
紀
　
伊
藤
梓
　
猪
野
さ
や
か
　
宇
野
由

美
夏
　
大
山
絵
里
　
小
倉
穂
菜
美
　
纐
纈

彩
矢
香
　
鈴
木
ひ
と
み
　
水
野
華
奈
　
山

内
咲
　
渡
邉
早
也
香
　
渡
邉
桃
子 

▽
釜
戸
中
学
校
　
有
我
美
輝
　
安
藤
将
吾

長
谷
川
陽
介
　
秋
田
亜
未
　
加
藤
香
織
　

倉
本
久
留
美
　
田
中
晴
子
　
中
嶋
淑
乃 

　
小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
で
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
学
校
で

必
要
な
経
費
の
支
払
い
が
困
難
な
方
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は

各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
時
期
は
２
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
学
校
教
育
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
内
線
４
８
７ 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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今
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校
学
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で
は
 

今
学
校
学
校
で
は
 

今
学
校
で
は
 

稲
津
中
の
文
化
「
合
唱
」 

稲
津
中
学
校
 

就
学
援
助
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

就
学
援
助
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

猿
子
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
 

実
行
委
員
会
 

 
 
　
日
比
野
冨
貴
子
 

さ
る
こ
む
ら
 

▲平成16年度合唱祭　全校合唱 

▲にぎわう手作り販売コーナー 

▲平成16年度合唱祭　学年別合唱 

生涯学習施設　２月の休館日 

く
ろ
こ 

　
昔
む
か
し
、上
平
・
益
見
を
通
る
街
道

を
三
河
街
道
と
言
い
、こ
こ
の
地
名
は「
猿

子
村
」と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。瑞
浪

駅
が
で
き
る
ま
で
は
大
変
な
繁
華
街
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、今
で
も
道
筋
に
そ
の

名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。 

　「
猿
子
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」は
、平
成

11
年
に
こ
の
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
住
む

女
性
有
志
が
、大
湫
の「
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー

ク
」に
参
加
し
た
際
、地
元
の
方
々
の
温
か

い
お
も
て
な
し
に
感
激
し
、わ
が
益
見
地

区
で
も
何
か
出
来
な
い
か
と
言
い
出
し
た

の
が
発
端
で
し
た
。 

　
私
た
ち
の
益
見
地
区
に
は
古
く
か
ら

の
造
り
酒
屋
が
２
軒
あ
り
、毎
年
２
月
に

新
酒
の
蔵
開
き
を
さ
れ
ま
す
。そ
の
折
に

訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
、地
元
の
女
性

と
し
て
何
か
温
か
い
お
も
て
な
し
を
し
た

ら
と
考
え
、実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。こ
の
会
の
特
徴
は
女
性
が
企
画
・

運
営
し
、男
性
は
黒
子
に
徹
し
て
い
る
こ

と
で
す
。 

　
今
ま
で
６
回
を
数
え
た
こ
の
ま
つ
り
に

は
、各
種
う
ま
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
、リ
サ
イ

ク
ル
コ
ー
ナ
ー
、餅
つ
き
広
場
、展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、小
さ
な
小
さ
な
音
楽
会
、こ
ど
も

広
場
、学
生
コ
ー
ナ
ー
な
ど
手
作
り
の
催

し
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。そ
し
て
毎
年
、

地
区
内
外
の
小
・
中
学
生
、高
校
生
、老

若
男
女
約
400
名
の
方
々
が
運
営
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
元
の
女
性
達
は
10
月
頃
か
ら
準
備

に
入
り
ま
す
。活
動
を
通
し
て
現
代
の
社

会
現
象
で
あ
る
少
子
高
齢
化
、核
家
族

化
が
進
む
こ
の
地
域
の
連
帯
を
保
つ一
助

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　「
１
年
に
１
度
、猿
子
村
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
に
行
け
ば
、こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
人
、毎

日
こ
こ
を
通
っ
て
高
校
へ
通
っ
た
人
な
ど
、

１
つ
の
空
間
を
共
有
し
合
っ
た
懐
か
し
い

顔
に
出
会
え
る
」そ
ん
な
場
に
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。 

            

平
成
18
年
２
月
12
日（
日
） 

「
猿
子
村
」で
み
な
さ
ん
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

　
稲
津
中
学
校
の
生
徒
に
「
学
校
の
特

色
は
何
？
」
と
尋
ね
る
と
、
全
員
が
声

を
そ
ろ
え
て
「
合
唱
で
す
」
と
答
え
ま

す
。 

　
稲
津
中
学
校
で
は
、
朝
の
会
や
夕
学

活
の
時
間
に
毎
日
学
級
毎
に
合
唱
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
合
唱
の
成
果
は
、

小
学
校
と
の
合
唱
交
流
会
や
町
文
化
祭
、

市
音
楽
会
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
九
月
に
県

教
育
長
が
訪
問
さ
れ
た
と
き
に
も
合
唱

を
披
露
し
て
大
変
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
合
唱
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
集
団
の

中
で
の
充
実
感（
わ
か
ち
あ
う
心
）」
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
歌
は
心
の
表
出
に
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
「
合
唱
を
考
え
る
こ
と
＝
わ
か
ち

あ
う
心
を
教
え
る
こ
と
」
と
い
う
点
に

焦
点
を
絞
っ
て
学
校
で
は
、
声
づ
く
り

や
練
習
方
法
に
各
学
級
で
工
夫
を
凝
ら

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
年
の
大
き
な
目
標
は
、
２
月
５
日

（
日
）に
瑞
浪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
合
唱
祭
で
す
。
合
唱
祭
で
は
、
各

学
級
毎
の
合
唱
、
学
年
合
唱
、
全
校
合

唱
を
披
露
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
じ

め
地
域
の
方
な
ど
毎
年
た
く
さ
ん
の
方

が
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。
今
年
度
も

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！ 
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指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 

今月のミニ展ご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

図書館だより 
◎問合せ　市民図書館 168-5529

２
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー

２
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー 

２
月
の
実
用
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー 

図
書
館
大
好
き
！
本
も
大
好
き
！ 

図
書
館
大
好
き
！
本
も
大
好
き
！ 

中
学
生
の
職
場
体
験
実
習
か
ら 

中
学
生
の
職
場
体
験
実
習
か
ら 

鉄
道
模
型
運
転
会
を
開
催
し
ま
す 

鉄
道
模
型
運
転
会
を
開
催
し
ま
す 

新
成
人
の
皆
さ
ん

新
成
人
の
皆
さ
ん
、 

　
　
　
　 

読
書
は
い
か
が

読
書
は
い
か
が 

新
成
人
の
皆
さ
ん
、 

　
　 

読
書
は
い
か
が 

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★ 

2月1日（水）～2月26日（日） 

～写真と模型で見る 
　　　　　　　日本の鉄道車両～ 

　線路にロマンをのせて、今日も日本国中を
走り回っている鉄道車両たち。そんな鉄道車
両たちを模型と写真で紹介します。 
　今回は、特別企画として「鉄道模型（Ｎゲー
ジ）運転会」を開催します。お楽しみに！ 

　
先
日
は
、
職
場
体
験
学
習
で
お
世
話
に
な
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
親
切
に
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
体
験
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
図
書

館
に
訪
れ
た
人
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
は
す
ご
く
大
切

だ
し
、
本
の
分
類
も
細
か
く
さ
れ
て
い
て
、
使
い

や
す
く
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

本
」
を
探
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
に
、
そ
の
本
を

探
し
て
あ
げ
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
下
さ
っ

た
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

　
今
回
の
職
場
体
験
は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。 

　
昨
年
の
11
月
15
日
・
16
日
の
両
日
、
市
内
の
中
学

２
年
生
７
人
が
市
民
図
書
館
で
職
場
体
験
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
感
想
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
２
月
の
ミ
ニ
展
の
特
別
企
画
と
し
て
、
次
の
と
お

り
鉄
道
模
型（
Ｎ
ゲ
ー
ジ
）の
運
転
会
を
開
催
し
ま
す
。

自
分
の
模
型
の
持
ち
込
み
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
ご
自
慢
の

模
型
を
こ
の
機
会
に
走
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

・
日
　
時
　
２
月
12
日（
日
）
11
時
〜
16
時 

・
会
　
場
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
２
Ｆ
展
示
室 

※
模
型
を
も
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
貸
出
用
の
模
型

で
運
転
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
毎
月
一
回
、
啓
明
保

育
園
の
園
児
た
ち
が
、

市
民
図
書
館
を
訪
れ
、

思
い
思
い
に
絵
本
な
ど

を
開
い
て
、
本
に
親
し

ん
で
い
ま
す
。 

　
市
民
図
書
館
に
は
、

子
ど
も
の
大
好
き
な
絵

本
や
児
童
書
が
た
く
さ

ん
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
に
本

の
読
み
聞
か
せ
や
音
読

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
成
人
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
図
書
館
か
ら
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か
？
（
山
田
信

哉
） 

・Letters  to  M
e

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ
） 

・
孤
宿
の
人
　
上
・
下
（
宮
部
み
ゆ
き
） 

・
プ
ロ
論
。（B

-ing

編
集
部
編
） 

　
２
月
と
い
え
ば
確
定
申
告
。
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー

で
は
、「
税
金
」
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。 
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指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況

指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 
指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況

指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 
指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 
指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況
に
つ
い
て 

▲市民福祉センター（ハートピア） 

▲自然ふれあい館 

　
平
成
15
年
９
月
の
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
、
従
来
の
「
管
理
委
託
制
度
」
に
代
わ
り
「
指
定
管

理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
平
成
16
年
11
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る

「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
方
針
」
を
策
定
し
、
全
て

の
公
の
施
設
に
つ
い
て
導
入
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
下
段
の
表
の
施
設
に
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

　
今
後
も
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
情
報
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
適
切
な
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。 

施　設　名 
白寿荘 
市民福祉センター（ハートピア） 
心身障害者小規模授産所 
身体障害者デイサービスセンター 
養護訓練センター 
在宅老人デイサービスセンター（２施設） 
児童センター・児童館（４施設） 
老人作業所（４施設） 
老人憩いの家（３施設） 
斎場 
共同福祉施設 
陶文化プラザ 
自然ふれあい館 
市民体育館等体育施設（８施設） 
市民図書館 

導入年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 
18年度 

19年度以降 
19年度以降 

指定期間 
５年 
５年 
５年 
５年 
５年 
５年 
５年 
３年 
５年 
５年 
３年 
３年 
５年 
検討中 
検討中 

指定管理者 
社会福祉法人　千寿会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市社会福祉協議会 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
瑞浪市施設公社 
検討中 
検討中 

担当課 
白寿荘 
社会福祉課 
社会福祉課 
社会福祉課 
社会福祉課 
高齢介護課 
社会福祉課 
高齢介護課 
高齢介護課 
市民課 
商工課 
陶コミュニティ 
文化課 
スポーツ振興課 
市民図書館 

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
1
内
線
３
３
２ 

　（
各
施
設
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
担
当
課
ま

で
） 

●
指
定
管
理
者
制
度
と
は
？ 

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理

に
つ
い
て
従
来
の
管
理
委
託
制
度
に
変
わ
り
新
た
に

導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。 

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
従
来
は
公
共
団
体
、
公
共
的

団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
に
限
定
さ
れ

て
い
た
管
理
委
託
先
が
、
民
間
事
業
者
や
団
体（
個

人
を
除
く
）に
も
広
が
り
ま
し
た
。 

　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応

す
る
た
め
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

●
公
の
施
設
と
は
？ 

　
市
民
の
福
祉
を
増
進
し
市
民
が
利
用
す
る
こ
と
を

目
的
に
市
が
設
置
す
る
施
設
で
す
。
例
え
ば
文
化
施

設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21119



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

幼
稚
園
児「
愛
の
一
円
募
金
」を
寄
付 
陶
町
の
焼
き
物
文
化
を
伝
承
　
登
り
窯
が
完
成 

作
陶
講
座「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」 

企
画
展「
美
濃
の
摺
絵
小
皿
展
」 

お
年
寄
り
が
危
険
箇
所
を
再
確
認 

　
12
月
16
日
、
市
内
３
幼
稚
園（
瑞
浪
・
稲
津
・
陶
）の

園
児
代
表
14
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
園
児
ら
が
１
年
か

け
て
集
め
た
「
愛
の
一
円
募
金
」
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
募
金
は
、
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
歳
末
助
け
合
い
に
あ
わ
せ
て
寄
付
さ
れ
、

今
年
は
計
五
万
千
百
七
十
六
円
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

募
金
は
、
園
児
の
手
作
り
貯
金
箱
に
詰
め
ら
れ
、
「
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
優
し
い
気
持
ち
で
集
め
ま
し
た
」
「
困
っ

て
い
る
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
園
児
が
　
嶋
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
「
た
く
さ
ん
の
募
金
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
集
め
た
貴
重
な
お
金
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
12
月
11
日
、
「
陶
町
明
日
に
向
か
っ
て
街
づ
く
り
推

進
協
議
会
」（
加
藤
輔
之
会
長
）が
、
約
２
年
前
か
ら
建

設
準
備
を
進
め
て
き
た
登
り
窯
「
与
左
衛
門
窯
」
が
完

成
し
、
そ
の
火
入
れ
式
が
、
　
嶋
市
長
や
そ
の
関
係
者

約
130
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
登
り
窯
は
、
６
連
房
式
で
全
長
約
12
㍍
、
２
５

０
０
０
丁
の
レ
ン
ガ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
築
窯
作
業

に
延
べ
１
５
０
０
人
も
の
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
関
係
者
ら
に
よ
る
火
入
れ
の
儀
な
ど
の
神

事
に
続
き
、
加
藤
会
長
が
「
登
り
窯
の
完
成
は
、
陶
町

に
新
し
い
窯
屋
が
一
軒
増
え
た
よ
う
な
も
の
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
　
嶋
市
長
は
「
狛
犬
、
茶
壷
に
続
き
す
ば
ら
し
い

登
り
窯
が
完
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
12
月
16
日
、
瑞
浪
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
交

通
安
全
大
学
校
」
が
、
樽
上
町
の
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
）で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
交
通
事
故
の
多
い
場
所
や
、
今
ま
で
に
危

険
を
感
じ
た
場
所
な
ど
を
地
図
上
に
記
す
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
地
図
」
の
作
成
が
行
わ
れ
、
地
域
の
お
年
寄
り
54
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
協
会
瑞
浪
支
部
の
小
川
成
吉
支
部
長
が
「
瑞

浪
で
は
、
昨
年
が
９
人
、
今
年
は
３
人
の
方
が
交
通
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
危
険
箇
所
を
家

族
で
も
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
抑
止
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
参
加
者
は

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
地
図
上
で
危
険
を
感
じ
た
場
所
に
シ
ー

ル
を
貼
り
、
体
験
談
を
み
ん
な
で
話
し
合
う
な
ど
、
危

険
箇
所
の
再
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。 
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見てね！ 見てね！ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
６
Ｃ
Ｈ
） 

１
月
21
日（
土
）〜
27
日（
金
）
９
時
・
12
時
・
21
時 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
お
り
べ「
み
ず
な
み
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
」 

　
２
月
１
日（
水
）か
ら
26
日（
日
）ま
で
、
図
書
館
で
行
わ

れ
る
「
電
車
展
」
の
お
知
ら
せ
が
放
映
さ
れ
ま
す
。 

みんなの広場みんなの広場

安
全
な
町
を
目
指
し
、「
町
ぐ
る
み
で
防
犯
運
動
」 

作
陶
講
座

作
陶
講
座「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」

「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」 

作
陶
講
座「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」 

企
画
展

企
画
展「
美
濃

「
美
濃
の
摺
絵
小
皿
展
」

の
摺
絵
小
皿
展
」 

企
画
展「
美
濃
の
摺
絵
小
皿
展
」 

陶児童館 

郷原愛鈴ちゃん 
（１歳） 
陶町 

篠宮壮一郎ちゃん 
（２歳） 
明賀台 

あいり そういちろう 

お
め
で
と
う
100
歳 

　
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り
に
、
自
分
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ひ
な
人
形
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
２
月
５
日（
日
）
　
９
時
〜 

・
講
　
師
　
安
藤
　
弓
子 

氏 

・
受
講
料
　
１
５
０
０
円 

・
定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
） 

・
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等 

・
締
　
切
　
２
月
２
日（
木
） 

◎
申
込
・
問
合
せ
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
　
1
６
７‐２
５
０
６ 

　
明
治
時
代
の
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
、
摺
絵
技
法
に
よ
る

小
皿
を
展
示
し
、
摺
絵
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
２
月
26
日（
日
）ま
で 

・
入
館
料
　
一
般
300
円
　
高
大
生
200
円
　
小
中
学
生
無
料 

・
開
館
時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
２
月
14
日（
火
） 

◎
問
合
せ
　
岐
阜
県
陶
磁
資
料
館
　
1
２
３
‐
１
１
９
１ 

　
12
月
23
日
、
下
一
色
公
民
館
で
「
下
一
色
区
町
づ
く

り
防
犯
教
室
」（
下
一
色
区
活
性
化
担
当
委
員
会
主
催
）

が
区
民
ら
約
100
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
全
国
各
地
で
残
酷
な
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
区
全
体
で
防
犯
に
取
り
組
も
う
と
、
多
治
見
警
察

署
な
ど
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
子
ど
も
の
連
れ
去
り
や

振
込
め
詐
欺
の
防
止
策
を
学
び
ま
し
た
。 

　
同
署
生
活
安
全
課
の
東
係
長
は
「
元
気
の
な
い
子
は

狙
わ
れ
る
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て
歩
く
よ
う
に
」
と

小
学
生
ら
に
指
導
し
、
同
委
員
会
の
伊
藤
修
二
代
表
は
、

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
、
町
ぐ
る
み
で
守
り
、
助
け
て

あ
げ
ら
れ
る
地
域
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
教
室
の
終
了
後
に
は
、
防
犯
を
呼
び
か
け
る
看
板
を

区
内
50
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。 

善
意 

暖
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会（
上
村
隆
男
会
長
）様 

二
十
五
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

▽
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
工
藤（
工
藤
彰
一
代
表
取
締
役
） 

五
万
円
　
一
般
寄
付 

▽
全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部（
伊
藤
孝
夫
総
支
部
長
） 

五
万
七
千
五
百
五
十
二
円
　
社
会
福
祉
事
業
に 

　
12
月
27
日
、
こ
の
日
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た
西
尾
義
子

さ
ん（
陶
町
）宅
を
、
　
嶋
市
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。 

　
西
尾
さ
ん
は
、
足
が
弱
い
も
の
の
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
、
洗
濯
物
を
畳
ん
だ
り
も
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

　
西
尾
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
「
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食
べ
、

自
然
体
で
生
き
て
き

た
ら
100
歳
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
は
、「
お

元
気
で
何
よ
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
壮
健

で
い
て
く
だ
さ
い
。

100
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
お
祝

い
し
、
花
束
を
手
渡

し
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-211111
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・相 談 日 毎月第１木曜日　19時～21時
第３木曜日　19時～21時

＊開催日が祝祭日にあたる場合は開催しません。
・場　　所

第１木曜：まなびパークたじみ
（多治見市豊岡町１－15）

第３木曜：中津川市にぎわいプラザ
（JR中津川駅前）

・相談内容 不動産・商業登記、簡易裁判所訴訟代
理、多重債務問題、裁判事務・本人訴訟支援、青
年後見、その他法律・登記に関する相談一般

・完全予約制 １相談　50分以内
・相談料 無料
◎申込・問合せ 東濃司法書士総合相談センター
専用受付　1058-248-1715（平日13時～16時）

・職種・人員 受付、清掃作業など　２人
・勤務場所 共同福祉施設
・応募資格 年齢50歳～65歳未満、市内在住の健康
で身元確実な方

・雇用条件 時給（800円）、隔週勤務（２人で交代）
火曜から土曜日が16時～21時まで勤務。日曜日は
８時30分から21時まで勤務

・応募方法 市販の履歴書に必要事項を記入、写真
を添付のうえ提出

・応募期限 ２月28日（火）必着
・選 考 日 書類選考の上、後日連絡
◎申込・問合せ 7瑞浪市施設公社　168-0675
〒509-6132 明世町山野内１－13化石博物館研修棟内

・期　　日 ２月16日（木）・17日（金）
・場　　所 総合文化センター
・受付期間 ２月３日（金）まで
◎申込・問合せ 消防本部予防課　168-2001

退職金は従業員の働く意欲を高め、退職後の生活
を支える重要なものです。
中小企業退職金共済制度は、一般の従業員だけで

なく、パートタイマー等の短時間労働者の方も加入
できます。
＊詳しくは、下記までお問合せください。
◎問合せ 中退共名古屋退職金相談コーナー

1052-681-8951

地域に伝わる伝統芸能の継承や様々な文化活動に
取り組む小中学生の日頃の活動成果を発表します。
ぜひ、応援にお出かけください。
・日　時 ２月12日（日）

13時30分開演
・場　所 県民文化ホール
未来会館（岐阜市学園町）
・入　場 無料
・出　演 半原子ども文楽、根尾中オカリナ演奏
（本巣市）、円城寺芭蕉踊保存会（笠松町）、佐羅
早松神社大神楽保存会（美濃市）

◎問合せ 7岐阜県教育文化財団　1058-277-1139

・日　時 ２月５日（日）
10時～15時

・場　所

鬼岩ドライブイン駐車場
・内　容 マーチングバンド
演奏、福豆まき、バサラ踊り、ビンゴ大会、ぜん
ざいの無料配布など

◎問合せ 鬼岩観光協会　10574-67-5625

・日　時 １月22日（日）９時～10時
・場　所 ミュージアム中仙道（明世町）
・内　容 市指定文化財歌舞伎衣裳の搬出訓練、放

水訓練、初期消火訓練等
◎問合せ 文化課（化石博物館内） 168-7710

◆愛モア（みどり保育園内　166-1325）
・１月20日（金）：０歳児親子ふれあい体操
（首がすわった位～１歳誕生日位）
◆おんぶにだっこ（稲津保育園内　166-1064）
・１月25日（水）：０歳児親子ふれあい体操
（首がすわった位～１歳誕生日位）
・１月30日（月）：２歳児親子遊び
・１月31日（火）：１歳児親子遊び
＊上記いずれも10時開催で、１／20・25はバスタオ
ルなど敷物を持参してください。

＊親子遊びは事前に電話または直接申し込みを。
◎幼児虐待通報電話 166-1325
◎育児についての不安や悩み事は「愛モア」「おん

ぶにだっこ」にご相談ください。

文化財防火訓練を実施

瑞浪市施設公社臨時職員募集

甲種防火管理者資格取得講習会

パートで働く方にも退職金を

「子育て支援センター」からのお知らせ

第15回ジュニア文化祭のご案内
～半原の子どもたちが出演します～

「東濃司法書士総合相談センター」
を開設します

「鬼はうち、福は内！」の掛け声で知られる
第20回　鬼岩福鬼まつりのご案内
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平成12年策定された障害者計画の見直しと、障害
福祉計画策定のための委員を募集します。
この計画はこれからの瑞浪市の障害者福祉を支え

る基本計画で、アンケート調査や聞き取り調査を基
に生活課題を把握し、これからの障害者福祉に活か
していくものです。この計画策定に参画し、瑞浪市
の福祉を考えてみませんか。
・募集人員 ２人
・応募資格 市内在住の18歳以上の方で福祉に関心

のある方
・内　　容 ３月から４回程度の委員会に出席。
・申込期限 ２月10日（金）
・応募方法 履歴書及び応募の動機を400字程度の
作文にして、社会福祉課まで提出してください。

◎申込・問合せ 社会福祉課　1内線103

市では、平成13年度より地籍調査事業に着手して
います。
岐阜地方法務局多治見支局より、下記のとおり登

記完了の通知がありました。

調査区域の土地関係者の皆様には、調査にご協力
いただき誠にありがとうございました。
今後も、市内全域で順次事業を進めていきますの

で、皆様のご協力をお願いします。

◎担当 管財課　1内線325・347

◆年金相談会

・日　時 １月26日（木）13時～17時
・場　所 総合文化センター　第２研修室
・相談員 多治見社会保険事務所職員
年金全般にわたる相談会を行います。（年金額の

相談は事前にご連絡下さい）なお、保険料の納付お
よび納付相談も行います。

◆平成17年分公的年金の
源泉徴収票の交付について

国民年金及び厚生年金の老齢年金受給者全員に対
し、その１年間の年金の支払総額、社会保険料の金
額（介護保険料）、源泉徴収税額及び控除内容を記
載した「公的年金等の源泉徴収票」が１月31日まで
に送付されます。
※障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票
は送付されません。

◆確定申告について

年金のみの所得の方は、原則として確定申告をす
る必要がありませんが、「扶養親族等申告書」を２
カ所以上の年金の支払者に対して提出している方
や、年金以外に所得がある方は確定申告を行わなけ
ればなりません。
また、源泉徴収で所得税を納めすぎとなっている

ときは、その税額の還付を受けるため確定申告をす
ることができます。
このときの添付書類の１つとして上記の源泉徴収

票が必要となります。

◆源泉徴収票の再交付について

●「公的年金の源泉徴収票」の再交付については、
「ねんきんダイヤル（0570-07-1165）」にかけ
ていただくか、多治見社会保険事務所で行います
ので、早めに手続きをしてください。

※電話による再交付の申し込みは、年金受給者本人
または、配偶者に限ります。

●平成17年中に亡くなられた方の「公的年金等の源
泉徴収票」は送付されませんので、再交付の申請
と同様に発行手続きをしてください。

※電話による発行の申し込みについては、未支給請
求者（死亡された方の未払いになっている年金を
請求された方）からの申請であれば受付します。

※平成17年中に亡くなられた方の源泉徴収票の交
付には１カ月程度かかります。

◎問合せ 多治見社会保険事務所　122-0255
市役所保険年金課　年金係　1内線108

国民年金係からのお知らせ 障害福祉計画策定のため委員を募集します

地籍調査事業区域
「山田２」地区の登記が完了しました。

調　査　区　域　名 登記完了年月日

「山田２」 平成17年12月21日

図面は、おおよその区域を示したものです
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2006年1月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝42,072（－94）　世帯数＝14,380（－84） 

健康相談 

脳卒中を予防しましょう ＢＣＧ予防接種のお知らせ 

精神保健相談・認知症（痴呆）相談 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

12時30分開始 

母子健康手帳 

６ヵ月児健康相談  
及 び 離 乳 食 教 室  

１歳６ヵ月児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

９時30分 
　　～９時45分 

13時30分開始 

母子健康手帳 
タオル・コップ 
※保護者の歯科健診も 
　同時に行います。 

平成16年７月１日～ 
　　　７月15日生まれ 

平成16年７月16日～ 
　　　７月31日生まれ 

母子健康手帳 
お茶 

中期・後期離乳食教室 

１歳児すくすく教室 

平成17年６月生まれ ２月 ７日（火） 

母子健康手帳 ９時30分～11時 乳 幼 児 相 談  乳幼児希望者 ２月 ８日（水） 

母子健康手帳 平成17年８月生まれ ２月 ７日（火） 

９時50分～10時 
（終了は11時30分） 平成17年１月生まれ １月26日（木） 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
＊汚れてもいい服装で 
　おいでください。 

２歳児はみがき教室 平成16年２月生まれ ２月 ６日（月） 

２歳６ヵ月児はみがき教室 

４歳・４歳６ヵ月児  
は み が き 教 室  

平成15年８月生まれ 

平成14年１月生まれ 

平成13年７月生まれ 

２月 ９日（木） 

１月30日（月） 

２月 ３日（金） 

２月10日（金） 

2月8日（水） ◆場所　保健センター 
◎医師による健康相談 ：14時～15時 
＜内容＞医師による個別相談、血圧測定、検尿 
＜対象＞・気になる症状があったり、検診等で血圧が

高めといわれたことがある方 
・病院に受診するかどうか迷われている方 

（ご家族の方の相談でも結構です） 
◎栄養相談：14時～16時　 
＜内容＞管理栄養士による個別相談 
＜対象＞高コレステロール、糖尿病、高血圧、貧血、

肥満等の食事の摂り方など食生活に関する相
談 

2月6日（月） ◆場　所　保健センター ◆時　間　13時30分～14時30分 

対象者：平成17年11月生まれ 
　　　（満６ヵ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 
＊予診票の内容が変更になりますので、接種当日にお
渡しします。（体温は会場で測定します。） 

2月14日（火） ◆場　所　保健センター ◆時　間　13時～14時 

＜担当＞精神科医師・精神保健相談員 
＊ 電話予約が必要です。秘密は厳守します。 

脳卒中予防脳卒中予防のポイント 脳卒中予防のポイント 

　冬場の寒い時期には、室温と外気温の寒暖の差によ
り全身の血管が収縮し、血圧が急に上がるため脳卒中
を起こしやすくなります。脳卒中には、頭の中の血管
が破れて出血をきたす脳出血と、脳に分布する血管が
詰まる脳梗塞があります。予防の基本は下記のポイン
トです。 

①寒暖の差に注意する。（血管が収縮するため） 
　深夜のトイレやお風呂の脱衣場での冷えに注意
する。 

②便秘を解消する。（排便時に力み過ぎない） 
③熱いお風呂は避け、ぬるめ
の温度で徐々に体を温める
ようにする。 
④食塩、動物性脂肪は控えめ
にする。野菜や果物を十分
摂取する。 
⑤タバコ・お酒は控えめにする。 
⑥適度な運動と規則正しい生
活をする。 
⑦定期的に血圧を測る習慣を
もつ。 

 
＊その他、肥満、高脂血症、高血圧、糖尿病などは、
動脈硬化を促進させ脳卒中を発生しやすくする
要因となります。 
　これらの生活習慣病にも注意しましょう。 
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